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令和６年度定額減税調整給付金給付業務委託公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

この要領は、令和６年度定額減税調整給付金給付業務を委託するにあたり、参加資格、

手続き等を定め、最適な事業者を選定することを目的とする。 

 

２ 業務の概要 

⑴ 業 務 名 令和６年度定額減税調整給付金給付業務委託 

⑵ 業務内容 別紙仕様書のとおり 

⑶ 業務期間 契約締結日から令和７年３月31日まで 

⑷ 上限提案額 17,000,000円（郵送料除く。）（消費税及び地方消費税を含む。） 

 

３ スケジュール 

※変更になる場合があります。 

 

４ 参加資格要件 

本プロポーザルに参加することができる者は、参加表明書を提出する日において、次

の全ての条件を満たす者とする。 

⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定のいずれにも該当し

ない者 

⑵ 令和４・５・６年度物品等競争入札参加資格者名簿の「418D データ入力」及び

「431E コールセンター等」に登録がある者に登録がある者 

⑶ 中野市建設工事等入札参加資格者に係る指名停止規程（平成17年中野市訓令第28

号）の規定に基づく指名停止の措置を受けていない者 

⑷ 国税及び地方税の滞納がない者 

⑸ 数千件規模の給付金事業に係る通知、審査、データ作成、コールセンター等業務の

受託実績を有する者 

⑹ 全国での同種業務（特別定額給付金、臨時特別給付金等）の受託実績を有する者 

⑺ プライバシーマーク付与事業者であり、かつ lSMS（JlSQ27001(lSO/ lEC27001)）

認証を取得していること。 

項 目 期 限 等 

公告 令和６年５月20日(月)  

質問書提出期限 令和６年５月24日(金)午後５時まで 

質問書回答 令和６年５月27日(月) 

参加表明書・企画提案書提出期限  令和６年５月30日(木)午後５時まで  

書類審査  令和６年５月31日(金)  

選定結果通知 令和６年６月３日(月) 

仕様の協議及び見積 令和６年６月上旬（予定） 

契約締結 令和６年６月中旬（予定） 
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５ 質疑及び回答 

⑴ 質疑の受付 

① 受付期間 令和６年５月20日(月)から24日(金)午後５時まで 

② 提 出 先 中野市総務部企画財政課政策推進係 

seisaku@city.nakano.nagano.jp 

③ 提出方法 任意の様式により、電子メールにて提出 

⑵ 質疑への回答 

① 回 答 日 令和６年５月27日(月) 

② 回答方法 市公式ホームページに掲載 

⑶ その他 

① 電話並びに口頭による質問及び受付期間を過ぎた質問書は受け付けない。 

② 質問書の内容について不明な点等がある場合は、質問者に対し事務局から確認の

問い合わせを行うことがある。 

 

６ 参加表明書・企画提案書の提出及びヒアリング 

本プロポーザルに参加を希望する者は、次により参加表明書・企画提案書等を提出す

るものとする。 

⑴ 提出書類及び提出部数 

① 参加表明書（様式１）１部 

② 事業者概要調書（様式２/会社パンフレット等も添付可）１部 

③ 業務担当者経歴調書（総括責任者となる者のみで可）（様式３） 各１部 

④ 業務実績調書（様式４） １部 

⑤ 市税等の納税証明書（証明書は発行から３か月以内のものとする。） 各１部 

⑥ 企画提案書（下記を参照） １部 

企画提案書の様式等 

ア 様式等の形式（以下の形式以外は任意） 

(ｱ) 用紙サイズ  Ａ４判用紙（縦置き・横置きいずれも可） 

(ｲ) 印刷方法   両面、左とじ、カラー印刷 

(ｳ) 文字ポイント 10.5ポイント以上（図表等に含まれる文字を除く） 

イ 表紙に記載する内容 

(ｱ) 「令和６年度定額減税調整給付金給付業務委託企画提案書」 

(ｲ) 作成年月日 

(ｳ) 法人名称 

ウ その他 

(ｱ) 表紙の次ページに目次を付すこと。 

(ｲ) 製本方法は任意 

⑦ 見積書及び内訳書（任意様式） 

⑵ 提出期間 令和６年５月30日(木)午後５時まで 

⑶ 提 出 先 〒383-8614 長野県中野市三好町一丁目３番19号 

中野市総務部企画財政課政策推進係（市役所４階） 
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⑷ 提出方法 持参又は郵送による（配達証明書留郵便に限る。期間内必着） 

⑸ そ の 他 指定様式によらないもの、必要書類が整っていないもの及び提出期限を

過ぎたものは一切受け付けない。 

⑹ ヒアリング 持参による提出時又は提出後に担当者によるヒアリング（オンライン

可）を実施する。 

 

７ 審査及び結果通知 

⑴ 企画提案書の評価・審査 

審査委員会において、令和６年度定額減税調整給付金給付業務委託審査要領（以下

「審査要領」という。）に基づき提出書類の書類審査により評価するものとする。 

なお、プレゼンテーションは実施しないが、提出書類に関する質問をメールにて行

う場合がある。 

⑵ 最適候補者の選定 

審査委員会は、審査要領に基づき最適候補者及び次点者を選定するものとする。 

⑶ 審査結果等 

① 審査結果は、企画提案者に通知し、後日公表する 

② 審査結果に関する問い合わせ及び異議申し立ては一切受け付けない。 

③ 参加表明書に基づき参加資格の適格を確認し、資格を有しないと認めた者にはそ

の旨を通知する。 

④ 資格を有しないとされた者は、市に対してその理由の説明を求めることができる。 

 

８ 仕様の協議、見積及び契約 

仕様の協議、見積及び契約の締結は、次のとおりとする。 

⑴ 最適候補者として決定した者と業務の詳細や契約の締結に関して必要な協議を行い、

委託契約の交渉を行う。 

⑵ 最適候補者との契約締結交渉の結果、合意に至らなかった場合又は最適候補者の本

プロポーザルにおける失格事由若しくは不正と認められる行為が判明した場合は、次

点者と契約の交渉を行う。 

⑶ 契約内容は、仕様書及び企画提案書に基づき、市と受注者が協議のうえ、決定する。 

⑷ 契約手続きは、中野市財務規則(平成17年中野市規則第42号)及び関係例規に定める

ところによるものとする。 

⑸ 市は、契約締結後においても受注者が本提案における欠格事由又は不正と認められ

る行為が判明した場合は、契約の解除ができるものとする。 

 

９ 提出書類の取扱 

本プロポーザルの実施に当たり、提案者が市へ提出する書類の取扱は、次のとおりと

する。 

⑴ 提出された全ての書類は、返却しない 

⑵ 提出後の差替え及び追加・削除は認めない。 

⑶ 提出書類は、本プロポーザルの実施以外の目的には使用しない。 
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⑷ 提出書類は、原則として公表しない。ただし、中野市情報公開条例（平成17年中野

市条例第23号）に基づく開示請求があった場合は、提案者が事業を営む上で、競争上

又は事業運営上の地位その他正当な利益を害すると認められる情報を除き、この限り

でない。 

⑸ 提出書類は、本プロポーザルの実施に当たり必要な範囲において、複製を作成する

ことがある。 

 

10 その他 

⑴ 失格 

参加表明者が、次のいずれかに該当する場合、失格とする。 

① 審査委員会委員及び市の関係者に本プロポーザルに関して不正な接触又は要求を

した場合 

② 提出書類に虚偽の内容を記載した場合 

③ 提出方法、提出先及び提出期限の条件に適合しない場合 

④ 提案価格見積書の記載金額が上限提案額を超えた場合 

⑵ 追加資料の提出 

提出された書類に関して、市から内容確認の問い合わせ又は追加資料の提出を求め

られた場合、参加表明者は対応するものとする。 

⑶ 企画提案の履行 

受注者は、企画提案書に基づき、誠実に責任をもって履行すること。ただし、企画

提案書のうち、市が不要と認めるものは除くものとする。 

⑷ その他 

① 提出書類の著作権等の取り扱いについて、提出書類に含まれる著作物の著作権は

提案事業者に帰属する。ただし、審査結果の公表等において、市が本業務に必要と

認める用途については、提案書の全部又は一部を無償で使用できるものとする。 

② 本プロポーザルへの参加に関する一切の費用は、提案者の負担とする。 

 

 

 

担当・問合せ先 

  〒383-8614 中野市三好町一丁目３番19号 

  中野市総務部企画財政課政策推進係（中野市役所４階） 

  （担当）池田 

  電話  0269-22-2111（内線215） 

  FAX   0269-26-0349 

  メール seisaku@city.nakano.nagano.jp 

 


